
「講義 要綱」 にお け るロー マ字 書きの本語 につ いて

POPESCUFIorin

- .は じめに

「講義 要 綱 」 は、尾 原 悟氏 が 紹介 され た キ リシタ ン資 料 の写本 で ある。 現在 残 って い るの

は ヴァチカ ン図 書館 にあ るラテ ン語で 書か れ た 「CompendiumCatholicaeVeritatis」(「 カ ト

リック の真 実 の 要綱 」、 以下 は 「ラテ ン語 版 」 と略 称 す る)と オ ックス フ ォー ド大 学 図書館

にあ るそ の和 訳(以 下 は 「日本 語 版 」 と略 称 す る)の 一 冊ず っ であ る。 尾 原悟 氏が 指摘 され

る よ うに、 イ エ ズス 会 日本年 報 に よ る とラテ ン語版 が完成 したのが1593年 で 、 日本語版 が

1595年 の始 め 頃で あ るが(1}、 拙 稿 「「講義 要 綱」 の成 立にっ いて」 では 、現存 の ラテ ン語版

は1594年 も し くはそれ 以降 成 立 した もの 、 日本語版 は1595年 も しくは それ以 降成 立 した も

ので、 両本 が写本 であ る こ とを指 摘 した。

原 著 者 は 当時 の イ エ ズス会 副 教 区長 ペ ロ ・ゴメス(PeroGomez)神 父 で ある。 尾原 悟 氏 、

Ugerler氏 が指 摘 され るよ うに、 日本語 版 の73オ 〔21には短 い前書 きが あ って 、そ こに以下

の記述 が あ る。
い るまん ば てれん

日域 ノ伊 留 満 衆 二 対 シテ 大智 廣 覧 ノ師 範 、 日本 ノビセポ ロビ ンシアル 伴天 連 ペ ロ ・ガ
ことば

ウメス編 立玉 フCatholicaeVeritatis/Compendioヲ 伴 天連ペ ロ ・ラモ ン 日域 ノ 辞
おはんぬ

二翻 訳 シ 終 。(73オ 、通 読 の た め、 句 読点 、濁 点、 半濁 点、 振 り仮名 を付 し、本 語

に下線 を付 した)

以 上 の記 述 か ら、少 な く とも73丁 か ら始 ま り最 後 まで続 く 「CathohcおVeritatis/

Compendio」(「 カ トリ ックの 真 実 の要 綱」)を 翻訳 したのは イエ ズ ス会のべ ロ ・ラモ ン(Pero

Ramon)神 父 で あ るこ とが分か る。

原典 が ラテ ン語 で書 かれ て お り、 ラテ ン語 は 宗教 的教 育 で主 に用い られ る言語 で あった た

め、それ らの ロー マ字文 が ラテ ン語 で書 か れ る ことが予想 され るが、 ロー マ字 文 を詳 しく見

てみ る と、確 か に ラテ ン語 は多 い が 、 その 他 に ポル トガル 語 もあれ ば 、 ラテン語 に もポル ト

ガル 語 に もない語 があ る。

(t)



例 えば 、ラテ ン語 のSubjectum(主 体)に 当た る ローマ 字表 記 を 見 る と、337オ にSubjectum

と、338ウ にはSubjectoが 出て くる。1595年 天 草版 「羅 葡 日辞 書 」を 見 る と、 この語 は ラ

テ ン語 ではSubjectum、 ポル トガル語 ではSujeitoで あ って 、Subjectoと い う語形 はそ れぞ

れの 言語 の要 素 を もちな が らも、 どちらに も存在 しな い形 となっ てい る こ とが 分か る。

本 稿 で は、 ローマ字 書 きの言 葉 の実態 を検 討 し、原 語や 表 記 法 につ い て考 察 して ゆ くが、

次の性 格 の異 な った3種 類 のローマ字文 を考 察の 対象 か ら除 くこ とに す る。

(1)ロ ー マ 宇 で書 かれ た 日本 語。 日本 語版 のおわ りに 近 い所 に ロー マ 字 で書 かれ た 日本

語 が数 カ所 に出て くる。

例 。Te皿peranCano魑 ノ事(本 文 、360オ)

Humildadnimucosuperbianocoto(本 文 、363オ)

以上 の よ うな 日本 語 の部 分 は、 日本語版 の成 立 を考 え る上 で は有 用 で あ ろ うが、本 稿 では

対 象 とせ ず 、下線 を付 した ような部分(い わ ゆる 「本 語 」、次 項 参照)だ けを検 討す る。

(2)引 用 文。 ロー マ 字表 記 の部 分は全 体 的 に二 種類 に 分 類 で き る。 一種 類 は様 々 な宗 教 書

や 哲学 書 か らの 引用 文 で あ る。 も う一 種類 は、 恐 らく 日本 語 に訳 しに く くて 、原語 の ま まで

用 い られ た語 で あ る。 キ リシタン資料 の研 究で はそれ らの言葉 は 「本 語 」 と呼称 され る。

引用 文 と本語 との間 に はい くつ かの相違 点 があ る。

i.引 用 文 は完全 な文 で主語 ・述語 が あ る。 本語 は 、単 語 が最 も多 く、複数 の語 が あ る

場 合 にお いて も、述語 的法(直 説法 、接続 法 な ど)の 動 詞 を もた ない。

ll.引 用 文 は 自立 した 文が圧 倒的 に多 い。 本語 は 日本 語 文 中で 一 っの 構 成要 素 と して機

能 して い る。

血.引 用 文 の前後 に典 拠の 引用箇所 が記 述 され てい る。 本 語 に それ は な い。

N.引 用 文 は一律 に ラ テン語 で表記 され る。本 語 で は、 ラテ ン語 とは限 らない。

本 語 にお け る原 語 の統 計 をとるた めに は、引 用文 と本 語 を区別 す る必要 が あ るの で、 以 上

の基 準 に よっ て、 全て の ローマ宇 表記 か ら、本語 を抜 き 出 した。 判 断 に迷 った例 を二,三 あ げ

てお く。

例。i.AversioanimaaDeo(ラ テ ン語 「デ ウスに対 す るアニ マ(魂)の 嫌悪 」、191オ)

この文節 に は独 立 性が な く、 旧本 語文 の 中で一 要 素 と して 機 能 して い る の で、本 語 と して 分

類 した。

例 。2.Egotobaptizo.(ラ 「汝 を洗 う(汝 に洗 礼 を授 け る)」、271オ)

この文 は 、簡 単 な ものの 、 自立 した文 で あるか ら、 引用 文 と して 処理 した。

(3)合 字 。 全 編 にわ た って、 キ リシ タ ン研 究 にお い て合 字 と呼 ば れ る本 語 があ る。 他 の ロ
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一 マ 宇書 きの語 には省 略 が あま り見 られ な いの に対 して
、一 部の言 葉 は全 て省 略表 記 され て

い る。 例 えば 、Propheta(預 言者)がPtaと 省略 され る。 もとも とは西 洋で用 い られ る省 略

語 で あ るが 、同 じよ うな もの が キ リシタ ン資 料 に も大量 に見受 け られ る。 これ らの語 の 特徴

は次 に あ る。

1.デ ウス 、イ エ ス キ リシ ト、 キ リシタ ンな どの 、キ リス ト教 の 中心概念 を表 す 本語 で

あ る。ロー マ字 表記 の本語 は む しろ あま り親 しまれ て いない概 念 を表す もの が多 い。

II.合 字 は語形 に殆 ど揺れ が な い。(24種 類 の概念 に対 して、27種 類の語 形 が あ る)。

ロー マ字 の本 語 は、一 語 に対 して時 に 三、 四種類 の表記 が出 て きた りす る。

皿.合 字 の用 例数 は非 常 に多 い。 この24種 類 の概 念の 出て くる全例 数は2884例 に上

る(一 種類 に対 して平 均 で120例)。 そ れ に対 して、 ローマ字 書 きの本 語 は580種

類 で、 全部 で759例 数 にす ぎな い(一 種 類 に対 して平均13例)。

IV.他 の ロー マ 字 書 きの部 分 は本 を90度 回転 させ て左 側か ら読 め る ように横 書 きで書

い てあ るの に 対 して 、合 字 は漢 字 の 一 字分 の大 き さで、 日本文 字 と同 じ方 向 で書 い

て あ る。

以 上 の合 字 は興 味 深 い特 徴 を持 っ てい るが 、他 の本語 とは質 の違 った もので あ る。 それ ら

をあ わせ て考察 す る と、 統計 な どに偏 りが 出 る恐れ もあ るた め、本稿 で は分析 の対 象 外 と し

て、別 の機 会 に検 討す るこ とに したい。

以上 、三種 類 の ローマ 字書 きの 部分 を除 く と、合 計 で759例 の ローマ字 表記 の本語 が あ る。

とりあ えず 、単 語 の場 合 と数語 で書 か れ て い る場合 とを区別 しない こ とに した。 異 な り表 現

は580種 類 ある。 以下 これ らを分析 して ゆ く。

二.使 用 言語 とそ の比率

日本 語 版 の原 拠 が ラテ ン語 で 書 かれ てい る た め、 ローマ 字 で書かれ た本語が ラテ ン語 で表

記 され るの が最 も 自然 に考 え られ る。 なぜ な ら、 引用 文 もそ うであ る よ うに、原 拠 か ら直接

書写す るだ け で済 むか らで あ る。 また 、 当時 の 科学 の 学習 には ラテ ン語 が不可 欠 で あ ったか

ら、西 洋 側 では 日本 人 の生 徒 に も専 門 用語 を ラテ ン語 で覚 えて ほ しか ったに違 い ない か らで

ある。

しか し、 明 らか に ラテ ン語 で書 かれ た本 語 が 大半 を 占め る もの の、 ラテ ン語 と違 った語 形

が多 く見 られ る。 それ らラテ ン語 で な い語 の 多 くは ポル トガル 語 で書 かれ てい る こ とが分 か

るが、 ラ テ ン語 の 例数 ほ どは多 くな い。 さ らに 、 ラテ ン語 にもポル トガル語 に も ない語 形 が
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見 いだ され るが 、そ の殆 どが両方 の特徴 をもっ てい る。以 下は ラテ ン語 とポル トガル 語 の語

形 を基 準 に して、 どち らの言語 を もとと しているか を判 定 しっっ 分類 した。

表1数 量 的 な 分 布 原 語 例 数 比 率

ラ テ ン 語33744.4%

ラ テ ン 語 ・ポ ル トガ ル 語 の 共9112%

通 形

ポ ル トガ ル 語17623.2%

そ の 他15520,4%

合 計759

そ れ以 外 に 、 「appreciationisシ ユイ ソ」(賞 賛 の審 判)の よ うな 、 ロー マ字 書 きの 本 語 と

仮 名 書 きの 本語 が混 交す る表現 が見 られ る。 こ こで は 、 ローマ 字 で書 か れ た語 だ け を考 察の

対 象 とす る。 なお 、362オ に 「KλHμblvuαj、330オに は 「MentisYblYITO.6」 とい う例が 出 て く

る。 ギ リシ ャ文 字 に キ リル文 字 を 交 え た表 記 で あ る。 これ ら を ロー マ 字 に 変 換 す る と

「ci紀皿記ntia」 と 「mentiscaecitas」 に 当たる ら しく、 ギ リシ ャ語 では な く、 ラテ ン語 の言

葉 で あ る ことが 分か る(し か し、 ラテン語 の正 しい 語形 は 「clementia」 で あ るO)ギ リシ ャ

語 に な い ラテ ン語 音 を表 記す るた めに 、【劇 に は[bl】、【ci〕に は 回 とい うキ リル字 が 用 い られ

たが 、 この よ うな表記 は 初 見で ある。 なぜ この二 語 だ けが違 った 文字 で 書 かれ て い るか分 か

らない が、 一応 、 ラテ ン語 の もの と した。

ポル トガル語 が ロマ ンス語 で あるた め、 ラテ ン語 と全 く同 じ語形 の もの も多 い。 この よ う

に 、 ラテ ン語 の430例 の内91例 が 、ポル トガル語 と共 通 す る形 で あ る。 しか し、 これ ら共

通形 を個 別 に考慮 に入 れて も、 ラテ ン語 の優 位性 は 明 らか であ る。

48ウ には 「Romanos」 とい う語が 、萩 約聖 書 の 「ローマ 人 へ の 手紙 」 の 引用 箇所 に 出て

くる。 他に も、 この聖 書 の部分 か らの引用 文が あ るが 、通 常 は 「Roln」 と省 略 され て 、～ カ

所 だ け に 「adRomanos」 と、 ラテ ン語 の形 が出 て いる。 ラテ ン語 の 前置 詞 がな くな る と、

前置 詞adが 要 求す る対格複 数 の語形 は 、ポル トガル 語 の 主格 複 数形 と同 じ語形 とな る。 し

たが って 、 「Romanos」 は ラテ ン語 の 「adRo皿anos」 か ら前 置 詞 の抜 けた 形 であ るか 、そ れ

ともポル トガル 語 と見な した 「Ephesino」 、「Florentino」、 「Constantinopolitano」 な どの よ

うな 固有名 詞の複 数 形 のポル トガル語 で あ るか、 断定 で きな い。 この よ うな語 は他 に3種 類

あ るが 、表1で は 「その他」 と して扱 ってお いた。
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三.ラ テ ン語 とポル トガル 語 で書 かれ た 本語

当時 の資料 で ラテ ン語 、ま た はポル トガル語 の正 しい語 形で あ るこ とが確認 で きた本語 は 、

形 態論 上 次の よ うに分 類 でき る。

イ.名 詞

名 詞 の例 が最 も多 く出て くる。 例 えば 、 ラテ ン語 ではactus(行 為)な ど、 ポル トガル 語

ではbago(肝)な どが あ る。 ま た 、形 が ラテ ン語 とポル トガル語 で全 く一致す るclamor(呼

び声)な どもあ る。 こ うい う場合 には 「ラ テ ン語 、ポル トガル 語共 通形 」 と分 類 した(p.6

表2)。

ロ.名 詞 に相 当す る表 現

一 語 で は ない が 、 名 詞 に 相 当す る表 現 も 多 い。 例 えば 、 ラ テ ン語 の も ので は、acceptio

personarum(個 別 の存 在 と して の認識)、 ポル トガル 語 ではbexigadofel(胆 嚢)。 共 通 の

形 は見 られ な い。

ハ.人 名

聖 人名 、聖 書 の 中 に出 て くる人 物 、 著者 名 な ど、 人名 の ローマ 字で書 か れた例 は さほ ど多

くな い。例 えば 、ラテ ン語 と して、Boethius(中 世の神 学者)、 ポル トガル 語 と して はAlberto

Magno(同 じく中 世 の神 学者)。 聖 書 に出 て くる人 名 の場合 には、 ギ リシャ語 が原 型 で、 そ の

形 が両方 の原 語 に その まま使 われ て い るの で 、共通 の語 形が 多い。 例 えば、Esdras(予 言者

の名 前)。 ま た、Mat.(ラ テ ン語 ではMatthaeus,ポ ル トガル語 ではMateoと 、福音 著者

マ タイ の省略 名)な どの よ うな省 略 表記 は 、 キ リス ト教 国で は共通 に用 い られ る。

二.他 の 固有名 詞

書名(例 えばDeuteronom― 旧約聖 書 の一 巻 の名 称 、共通)、 国 民名(Ephes.エ フェ ソス

住 民 の省 略名 で、 同 時 に新 約聖 書 の一 巻 の省 略 名)、 地名 な ど(殆 どがカ トリ ック教 会議 の

行 われ た地名 を示 してい る。た とえばVienense(「 ウイー ンにお け る」)はConsiliumVienense

(ウイー ンの会議)の 省 略で あ る)。

ホ.形 容詞

単独 で 出て くる形 容詞 の例 数 も多 い。 た とえば ラテ ン語のepiscopale(「 司教 の」)、ポル ト

ガル 語posiuel(可 能 だ)な ど。 多 くの場 合 、 ラテ ン語の形 とポル トガル語 の形 の相違 点 とな

るのは語 末 、 も しくは語尾 だ けで あ るが 、共 通 の語 形 も存在 す る。 た とえば、agente「 作 為

的」 とい う形 容詞 の 場合 、 ラテ ン語 の主 格 中性形 はポル トガル語 の 形 と一 致す る。
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へ.動 詞

単 独 に出 て くる動 詞が 十数例 あ るが、 非人称 法 の形 を とっ て いる。 ラテ ン語 文法 では非 人

称 法 には多 くの 形が あるが 、ポル トガル 語で は少な い。た とえ ば、ラテ ン語 ではmortuus(「 死

んだ 」過 去分 詞 で形容 詞 と して用い られ る)、pr田volans(「 先 行 して飛 ぶ(も の、 さま)」 現

在 分 詞)が あ る。 ポル トガル語 では 、permetir(許 可す る 、不 定法)の 一種 類 しか な いが 、

出現例数 が14で 非常 に多 い。

ト.副 詞

副詞 の例 は、 ラテ ン語 に限 られ る。 た とえば、explicite(明 示的)な どの例 が あ る。

チ.副 詞 に相 当す る表 現

これ らの複合 表 現 は ラテ ン語 の文 法的構 造は 透明 で ある が、 ラテ ン語 の神 学 にお い て慣 用

され て い る こ とによ って、 抽象的 な概念 を示す よ うに な る。 た とえ ば、169ウ で はカ ウサ ・

ヒナ ル(目 的 因)に っ いて の論 証に は 丘niscuius(「 何 の 目的 」)とfiniscur(finiscuiの 誤 記

「誰 ゐ ため の 目的」)が 出 て くるが 、 これ らの表 現 は対立 させ られ る こ とに よって 初 めて意 味

を持 っ よ うにな る。 ポル トガル 語で書 かれ た この よ うな表 現 は一 っ もな い。

リ.前 置詞 のつい た表 現

前 置詞 のっ い た表 現 があ る。 それ らは形容 詞や 副詞 に相 当す る。 た とえば 、abextra(外

よ り)。 そ れ らは 難語 で は な く、 訳す つ も りが あれば 容 易 に和 訳 で き る語 で あ る。 ポル トガ

ル語 で書 かれ た このよ うな表現 は見出 せな い。

以 上の もの を統計 してみ る と表2の よ うにな る。

表2品 詞 別 の 分 布

番 種 類 ラ テ ン 語 特 有 羅 語 と 葡 語 の ポ ル ト ガ ル 語

号 の 形(数)共 通 形(数)特 有 の 形(数)

異 な り の べ 異 な り の べ 異 な り の べ

考五 量五 量五ロロP口Gq

イ 名 詞9614314226885

ロ 名 詞 に 相 当 す る 表 現6990002022

ハ 人 名22111866

二 他 の 固 有 表 現00162178

ホ 形 容 詞323918303041

へ 動 詞131400114
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ト 畠lj言司12230000

チ 副 詞 に 相 当 す る 表 現230000

リ 前 置 詞 の っ い た 形20230000

合 計2463375991132176

「異 な り語数 」 は、表 記 上語 形が 異 な る表 現 で ある。

表2か ら分 か るよ うに、ポ ル トガ ル語 にお いて 格 ・性 ・数 で変化 す る比較的 単純 な屈 曲 を

もつ 種 類(イ ～ ホ)に 関 しては ポル トガル 語 の 形 も存在す る。 相 ・法 ・時 制な どで 変化 す る

複雑 な 変化 をす る動詞 に関 して は、 ポ ル トガ ル語 で は一種 類 しか観 られ,ない。 副 詞 に関 して

は、 変化 は しな い もの の 、難 易度 の 高 い もの で あ り、ま たチ 、 リな どの複合表 現 は若 干 高度

な文法 の知 識 が必 要で あ るた めか、 ポ ル トガル語 の一 例 もな い。

四,そ の他 の本 語

四一1.他 の本語 の 分類

拙 稿 「「講義 要 綱 」 の成 立 につ い て 」 で は、 筆跡 の特 徴が 原本 の特 徴 をある程 度 厳密 に反

映 してい る可 能性 が高 い こ とを指 摘 した。 そ こ で述 べ た よ うに、 日本 語 版 にお け る ロー マ字

書 きの 筆跡 が 二種 類 に 区別 で き る と ころが あ り、 これ らの筆 跡 は原本 の ものの痕 跡 では ない

か と考 えた。 殆 どの記 述 が一 つの筆 跡(イ)に よる もの で、他 の筆(ロ)は43、48～49、176

ウ、211ウ ～213オ の途 中 まで 、220オ の一部 、そ して353オ 以降最 後(365ウ)ま での部

分 にイ とロの 手 が混在 して い る。筆 跡 の 特徴 か らは、 おそ らく、ロは ヨー ロッパ 人宣 教師 、

あるい は ロー マ字 を書 いた経 験 が 豊 富 な 日本 人 で、 イ は ローマ字 を書 い た経験 が あ ま りない

者 で、 日本 人 と見 て も差 し支 え な か ろ う。 以 下 は、 イ 、 ロの筆跡 に言 及す るに 当 た っては 、

これ らをあ くまで も書 写 の上 で見 られ るもの とす る。

まず 、 も との言 語 を誤 って表 記 した と思 わ れ る例 をあ げ る。(ラ テ ン語 ・ポ ル トガル語 の

正 しい語 形は で き る限 り当時 の綴 りを調べ た。当時 の語形 が見 っ け られ なか った場合 には0

の 中に現 代語 の綴 りを入れ た。)

ま ず 、明 らか な書 き誤 りと して 、誤 字 脱 字 、 そ して 区切 りの誤 りが あ る。拙 稿 「「講義 要

綱」の 成 立 につ い て」 で は、 これ らの例 は 洋語 の 理解 度 の低い 書写者 に よる模 写 を原 因 とす

る現象 で あ る こ とを指 摘 した。 この よ うな例 は42箇 所 に あ り、 ラテ ン語 の綴 りを誤 った も

のが17例 、ポ ル トガル 語 の綴 りを誤 った例 が21で 、 また ポル トガ ル語 か ラテ ン語 か の どち
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らか の 綴 りを 誤 っ た もの が5例 あ る が 、 こ こで は 改 め て 検 討 しな い 。

以 下 検 討 す る変 化 は 、 そ れ ぞ れ 数 例 が 出 て く る も の で 、 誤 写 に よ る も の と考 え る よ り、 何

ら か の 形 で 原 本 に あ っ た 表 記 を 反 映 して い る も の と考 え られ る 。

四 一2.ラ テ ン語 特 有 の 表 記 の 混 同

全 体 に お け る ロー マ 字 の 筆 記 の 稚 拙 さ を前 述 した よ うに 書 写 に よ る も の と して 見 る こ と に

した が 、 ラ テ ン 語 特 有 の 書 き誤 りに つ い て は 、 次 の よ うな 点 が 見 受 け られ る。

表3ラ テ ン 語 で 表 記 混 同 が 疑 わ れ る 例

番 号 語 形 ラ テ ン 語 の 正 し い 語 形 過 誤 例 数

ユ,perparticipacionemperparticipatioi〕emC1'tl1

2.Judiciodiscucionisjudiciodiscutionisci-ti1

3,compleciocomplexioC1'X11

4.Glosaglossas・ss1

5.IMaediaImediale-ae11

6.ISaevitiaIsevitiaIe-a?11

7.Kλ 聖哩vuαdementiae-ae1

8.VermisConscientiavermisconscient油 格 の 混 乱1

9.IEucharestiaIEucharistiaIi-e11

10,i皿pliceteimplicitei・e1

合 計10

(1)表3の 例1～8に つ い て は 、中 世 ラ テ ン 語 で は 、 「e=冊,e=oe;f=ph,tニth,c=ch;1=1,c=qu,

ci=ti,d=t,x=s,honor=onor,子 音 重 複 な どの 混 同 は 、ML{MediaLatina中 世 ラ テ ン語}の

ほ ぼ 全 期 を 通 じ て 見 られ る。」(国 原 吉 之 助 氏 「中 世 ラ テ ン 語 入 門1、p.39)と 言 わ れ て い

る。 し か し 、 そ れ ら の 混 同 の 例 は 俗 ラ テ ン語 、 ま た 各 地 域 で 話 され た ロ マ ン ス 語 の 影 響 を 受

け た も の で あ っ て 、 格 調 の 高 い 科 学 書 に は 少 な く、 ラ テ ン語 版 に は 見 あ た ら な い 。 した が っ

て 、 日本 語 版 を 作 成 した グル ー プ の ラ テ ン 語 知 識 の レ ベ ル は 、 ラ テ ン 語 版 の 著 作 者 の べ ロ ・

ゴ メ ス 師 に は 相 当 劣 っ た も の で あ る よ うに 考 え られ る 。 一 方 、 翻 訳 者 の ペ ロ ・ラ モ ン 師 が 修

練 長 で ラテ ン 語 を 教 え て い た こ とは 」.F.Schutt?氏 に よ っ て ま と め られ た 在 日本 イ ェ ズ ス 会

の 名 簿 か ら知 られ て い る こ とで 、 そ れ ら の 混 同 は ラ モ ン師 に よ る も の と は 考 え に く い 。 恐 ら
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〈、 こ れ ら の 混 同 は 翻 訳 ・筆 記 の 作 業 に 携 わ っ た 、 ラ テ ン 語 の 知 識 が あ ま り高 く な い 協 力 者

に よ る も の で あ ろ う。

(2)例9,10に 見 ら れ るiとeの 揺 れ は 、 当 時 の ラ テ ン語 資 料 に は 出 て こ な い が 、iとe、 そ

してoとuの 混 同 は 当 時 の お け るポ ル トガ ル 語 資 料 に 見 られ る現 象 で あ る。

○-3.ポ ル トガ ル 語 特 有 の 表 記 の 混 同

表4ポ ル ト ガ ル 語 の 表 記 の 揺 れ が 疑 わ れ る 例

番 語 形 ポ ル ト ガ ル 語 の 正 し い 表 記 過 誤 例 数

1LAccamacg亘gao-am2

12,Supremaregiamsupremaregiao50冒am1

13.SoperstiC旦 里superstig亘gao-am1

14.discusa'discug迦ao-a',S"G1

15.Conflagracam(conflagra@)ao・am,c・g2

16.Preseruacam(preserva迦)...,c-g3

17.Producan(produ迦)ao-an,c・g2

18.Consiliabulo(conciliabulo)s・c1

19.ConsilioLateranense(ConcilioLateranense)s℃1

20。ConsilioFlorentino(Concilio)Florentinos・cz

21.dono,timordonoterrori-e1

22.IoleoIolioIi-e12

合 計18

表4の 例11～17は 、 当 時 の ポ ル トガ ル 語 の 正 書 法 で はaoと 書 くべ き もの で あ る が 、 本 書

ではam、an、a'(反 テ ィ ル 、n、 時 折mを 省 略 す る の に 用 い ら れ る 記 号)と な っ て い る 。

当時 の 音 価 が 厳 密 に は 分 か ら な い が 、 恐 ら くaoは 軟 口蓋 鼻 音 を含 ん だ[aq】 で、anとamに

近 似 して い た の だ ろ う。

1595年 天 草 版 「羅 葡 臼辞 典 」 に は 、aoに 終 わ る語 と と も に 、 同 じ く正 書 法 で はaoに 終 わ

るべ き 語 がamに 終 わ る例 が 見 られ る。 例 え ば 、aprouaga皿(正 し くはaprouagao・ 承 諾)。

adorapa皿(正 し く はadoragao・ 崇 拝)、acgaln(正 し く はasao・ 行 為),averga皿(正 し く は

ave噸o・ 嫌 悪 〉。
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語 末のaoをamに 換 えた例に 関 しては、今 まで みた 当時 のポ ル トガル 語 書簡 、 フ ロイ ス

神 父 の1585年 の 「Tratado」、OliveyraとGandavoの ポル トガル 語 法 に殆 ど見 あ た らない

が、J.J.Nunes著 「CompendiodeGramaticaHistoricaPortuguesa」 には 中世 ポル トガル

語(15世 紀 以 前)に この ような例が あ った とい う記述 が あ る。 ま た、 ユ7世 紀 成 立 と され て

い る写本 「VocabulariodalingoaCanarimcomversamportuguezal(31に も、aoとamの

混 同す る数例 が み られ る。

ルイ ス ・フ ロイ ス著1585年 成 立の ポル トガル 語 写本 「TratadOJに お い て は、以 上 の混 同

は見 られ な いが 、第 一転 尾 動詞 の直説 法現 在三人 称複 数形 の場 合 、 現代語 で はanに 終 わ る

ところがaoに 終 わ るよ うにな ってい る。例 え ば、現 代ポ ル トガル 語 では 動詞pregar(祈 る)

の こ の形 は現 代 語 で はpreganで あ るが 、 同書 で はpregaoと な って い る。1536年 成 立

01iveyraの 文 法書 、1574年 成立Gandavo著 の文法 書にお いて も、 同 じ表記 法 が見 られ る。

つ ま り、 これ らの書 で は名 詞 の語 尾 の 「ao」だ けで な く、以 上 の動 詞 の場 合 に もaoに 統 一

され 、am、anは 用 い られ てい ない。 それ らに対 して、 「羅 葡 日辞 書 」、 「Vocabulario_」 で

はaoとamの 表 記揺 れ が 見られ(後 者で は若干 だが)、 名 詞 の場 合 に も表 記 が統 一 され てい

ない。

例14～20に み られ るcとg、 またsとcの 混同 に関 して は 、s、Z、SS、gの それ ぞれ の混

同 は当時 の ポル トガル 語 の資料 に比較 的多 い。cとgの 混 乱は 、母 音iやeの 前 にあ る場合 ほ

ぼ 同音 にな るた め、この時 代に よ く見 られ るが、そ の他 の母 音 に先行 す るcは 破裂 音 なの で、

誤字 と見 な けれ ばな らない 。21と22の 例で は、iとeの 混 同が 見 られ るが 、 この混 同 は フ

ロイ スの 「Tratado」 に も見 られ る。 ポル トガル本 国 で も、 ア ク セ ン トが か か って い ない 音

節に含 まれ て い る母音eとoがi、 そ してuと 表記 され る現象 が指摘 され てい る(4)。

以上 の混 同 を全 体 的 に見 る と、 一種類 や 二種類 の混 同 が 見 あた る資 料 は あ る ものの 、 これ

らの 全 てが 見 られ る資 料 は まだ管見 に入 らない。 おそ ら く、 ヨー ロ ッパ 人 宣 教師 に よる混 同

と、 日本 人 の協 力者 に よる誤字 が混 じ り合 って いる ので あ ろ う。 そ うい う表 記法 の ポル トガ

ル 語 が 日本 で用 い られ た ポル トガル 語の 特徴 を反 映 して い るの で あろ う。 ど ち らに せ よ、 日

本 語版 の ロー マ 字文 の筆 記 は他 の写本 と比べ て もか な り乱 雑 で あ る と言 え よ う。 しか し、 こ

の中 には 、cと サ、iとeな どの場 合 は例 数 が少 な く、か つ形 の 近似 してい る文字 が混 同 して

い るので あ るか ら、 これ らの どの く らい が現存版 の書写 者 に よ る もの で、 どの く らいが原 典

の形 を反映 してい るか分 か らない。
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五.ラ テ ン語 が 他 の 原 語 の 影 響 を 受 け た 例

以 下 の 表 現 は 、 ラ テ ン 語 と も、 ポ ル トガ ル 語 と も違 っ た 語 形 の もの で あ るが 、 語 形 か ら見

る と 、 ポ ル トガ ル 語 、 も し く は ス ペ イ ン 語 の 影 響 を 受 け た よ う な 印 象 を 与 え る も の で あ る 。

前 章 で 取 り上 げ た 例 と は違 っ て 、 これ ら の 例 に 見 られ る 原 語 の 語 形 との 違 い は 比 較 的 大 き く、

単 な る 近 似 す る 字 の 混 乱 に よ る 間 違 い で は な い よ うで あ る 。 つ ま り、 知 識 の な い 書 写 者 に よ

る も の と 考 え る よ り 、 相 当 知 識 の あ っ た は ず の 原 本 の 筆 記 者 に よ る もの と考 え られ る。 した

が っ て 、 こ れ らの 例 の 中 に も 四 一1で 論 じた 、 誤 字 脱 字 、 そ して 区 切 りの 誤 りは あ る が 、 以 下

で は 模 写 に よ る と 思 わ れ る 単 純 な 過 誤 は 改 め て 論 じな い。

表5ポ ル ト ガ ル 語 と も ラ テ ン 語 と も 異 な っ た 語 形 の 例

番 本 語 例 該 当 す る ラ テ ン 該 当 す る ボ ル ト 該 当 す る ス ペ

数 語 ガ ル 語 イ ン 語

23.IcrudelidadeIlIcrudelitasIcrueldadeIcrueldad

24.IauthoridadellIauctoritasIautoridadeIautoridad

25.damnagaoldamnatiodano(danagao)dano

26.excommonicagaolexcommunicatioexcomuniaoeacomunion

27.complexamlcomplexio(compleigao)complexion

28.spiragam2spiratio(espiragao)espiracion

29.approbagao2approbatioaprouag互oaprobacion

30.pr肥cipitagaolpraecipitatioprecipitagaoprecipitation

31.lechoIllecchoiecoleco

32.ca∋remonial1㈱re1110nialiscer血onialceremonial

33.justicia2justitiajustigajusticia

34.solercialsolertia(sQlercia)solercia

合 計15

例23の 「crudelidadel(残 酷 さ)の 場 合 は 、 ラ テ ン語 の 語 形 は 「crudelitas)で あ っ て 、

ポ ル トガ ル 語 は 「crueldade」 で あ る 。 日本 語 版 に 出 て い る 例 は 、 ラ テ ン語 の 語 形 を そ の ま ま

に 、 接 尾 辞 「-tas」 を ポ ル トガ ル 語 の 「-dade」 に 替 え て い る。 例24も 同 様 で あ る。

これ らの 例 は ラ テ ン 語 とポ ル トガ ル 語 の 特 徴 を 併 せ 持 っ て い る も の で あ る。 現 代 ボ ル トガ
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ル 語 に そ れ ぞ れ に 似 た語 形 は あ る も の の 、 そ の ま ま で は な く、 ポ ル トガ ル 語 の 正 書 法 に 順 っ

て 変 化 ・簡 素 化 し た 形 とな っ て い る。

例24-29で は 語 尾 だ け は ポル トガ ル 語 特 有 の 一ao、.,.に な っ て い る 。 ポ ル トガ ル 語 に ラ

テ ン 語 が 受 け入 れ られ た 時 、 二 重 子 音 、 二 重 母 音 の 紀 を 単 ～ に し、c,tに 後 続 す る 黙 字hを

削 除 し、 語 頭 のsで 始 ま る 連 続 子 音 の 前 にeを 添 加 す る な どの 簡 素 化 が 行 わ れ た。 しか し、

こ れ ら の 例 の 場 合 に は 語 幹 は殆 ど ラテ ン 語 の ま ま に 保 存 さ れ て い る の で 、 あ る い は 、 筆 記 者

はratio-ragao,oratio-oragaoな ど、 一 般 的 に使 わ れ る ラ テ ン 語 とポ ル トガ ル 語 の 形 態 か ら類

推 し て 、 語 尾 だ け を ポ ル トガ ル 語 風 に換 え た の か も しれ な い 。

以 下 、 ま とま っ た 例 を い くつ か 取 り上 げ て ゆ く。

五 一i.1、rに 終 わ る ラテ ン語 の 第3転 尾 形 容 詞 に あ た る 語 に つ い て

表61、rに 終 わ る ラ テ ン 語 の 第3転 尾 形 容 詞

用 例 例 数 ラ テ ン 語 ポ ル トガ ル 語 ス ペ イ ン 語

35.Generalユgeneralis,'ege「algene「al

36.supernaturallsupernaturalis-esobernaturalsobrenatural

37.Viduallvidualis,・e(vid岨1)viudal

38.Virginalivirginalis,・e(virginal)virginal

39.Injustitiairregallinjustitiaillegalisinjustigailegalinjusticiailegal

40.JustitiaparticularljustitiaparticularisjustigaPa「ocularjusticiaPa「ticula「

41.Theologian8[1theologianaturalisteologianaturalteologianatural

表6に あ る例 の 共 通 した 特 徴 は 、 全 て が ラテ ン語 の 第 三 転 尾 の 形 容 詞 に 関 係 して い る。 ラ

テ ン 語 の 形 容 詞 は 三 つ の 転 尾 に 分 け られ る が 、 分 類 は 、 転 尾 の 形 式 が 名 詞 の そ れ ぞ れ と近 似

して い る の に基 づ い て い る。 則 ち、 第 三 転 尾 形 容 詞 は ・名 詞 の 第 三 転 尾 と近 似 して い る が 、 こ

の 部 類 の 中 に も 、 主 格 単 数 形 が 持 つ 文 法 的 性 の 語 尾 の 数 に よ っ て 、 男 性 、 中性 、 女 性 の 三 つ

の 語 尾 を も っ も の 、 男 性 ・女 性 の 共 通 した の と中 性 の 二 っ の 語 尾 を も つ もの 、 そ して 全 て の

性 に 共 通 す る 一 っ の 語 尾 を もつ 形 容 詞 に 分 類 され て い る 。

二 っ の 語 尾 を 持 つ 第 三 転 尾 の 形 容 詞 の な か に 、 名 詞 の 語 幹 に 接 尾 辞 ・alis、 ・arisを っ け た

形 容 詞 が あ っ て 、 抽 象 的 で 高 級 な 概 念 を 指 して い る。 こ れ らの 形 容 詞 の 主 格 単 数 の 語 尾 は 男
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性 と 女 性 の 場 合 卜is}と 共 通 す る もの で 、 中 性 の 場 合[-e]で あ る。 ポル トガ ル 語 で は 、 こ れ ら

の 形 容 詞 が 流 用 され る 場 合 、 主 格 単 数 の 形 で 、 性 に よ る 変 化 を しな い 形 容 詞 と な る。 前 節 で

述 べ た 如 く 、 語 幹 が 簡 素 化 され る こ と も あ る が 、 ラ テ ン語 で 変 化 す る 語 尾 「-is」、 「-e」が 必

ず 削 除 され る。 た と え ば 、 「singularis,-e」 は ポ ル トガ ル 語 に は 「singular」 と な る。

表6の 例 は 一 見 す る と 、 そ れ ら の 語 尾 の 形 か らは ポ ル トガ ル 語 に 見 え るが 、 そ れ ぞ れ の 形

は 当 時 の 資 料 に 見 あ た らな い 。

例35の 場 合 に は ラ テ ン 語[generalis,-e】(「 一 舟巽的 」)は ポ ル トガ ル 語 で は語 中 の 一 部 を 落

と して[geral】 と な っ て 、[general】 と い う形 は 軍 隊 の 位 を示 す 名 詞 と して しか使 わ れ な い 。 日

本 語 版 で 使 わ れ て い る の は 「一 般 的 」 とい う意 味 で あ る。 し か し、 こ の 語 形 は ポ ル トガ ル 語

の も の で は な く、 単 に ラ テ ン語 の 語 尾 を 省 略 し た だ け で あ る。 例36のsupernatural」 の

場 合 に は 、 ポ ル トガ ル 語 に は 「sobrenatural」 の 語 形 し か な い。 こ の 語 も 、 単 に ラ テ ン 語 の

語 形 に あ っ た語 尾 を 削 除 した に 過 ぎ な い 。

ま た 、 例39～41に 含 まれ て い る 形 容 詞 は 、 修 飾 され る名 詞 が ラ テ ン語 な の に 対 し て 、 形 容

詞 だ け が ポ ル トガ ル 語 風 に な っ て い て 、 形 容 詞 だ け が 安 易 に ポ ル トガ ル 語 風 に 換 え られ た 可

能 性 を 示 唆 す る。

五 一z,第2転 尾 の 名 詞 や 第1,第2転 尾 の 形 容 詞 に あ た る 語 に つ い て

表7(現 代 語 に し か 見 つ か ら な か っ た 語 は0に 入 れ た 。 用 例 に 該 当 す る形 が あ る揚 合 、

「〃 」 と 記 し た)

用 例 例 数 ラ テ ン 語 ポ ル ト ガ ル 語 ス ペ イ ン 語

42,gustolgustusgosto〃

43.preceptolpraeceptumpreceito"

44.compositolco皿posituscomposto〃

45.defectoldefectumdefeito〃

46.adoptiuo2adoptivus(〃)〃

47.diafanoldiafanus(〃)〃

48.diuinoe～eldivinusens(〃)〃

49.erroniolerroneus(〃)〃

50.execratoriolexecratorius(〃)〃

51.heretieo2h∂ereticusherege(〃)〃
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52. imperato 1 imperatus (  n )  11 

5 3 . libertino 1 libertinum  ( n ) n 

 consilio  concilium 

54. medio 1 medius  (  11 ) n 

55. osculo 1 osculus  ( n ) n 

56. primario 1 primarius  ( n )  n 

57. sortilago 1 sortilegus  ( n ) 11 

58. tacto 1 tactus (  n ) n 

59. temerario 3  temerarius  ( n ) n 

60. assertorio 1 assertorius (  n )  11 

61. asthrologo 3 asthrologus (astrologo) astrologo 

6  2  . apetito 1 appetitus apetito inteletivo apetito 

  intellectiuo  intellectivus intelectivo 

 6  3  . ceremonial 1 cremoniale                                           cerimonial ceremonial 

 prcepto  prceptum preceito precepto 

64.  Christalino 1 Christalinum Cristalino Cristalino 

65. comminatorio 1 comminatorius (cominatorio) cominatorio 

66.  supposito 1 suppositus suposto suposito 

67.  hymns 1 hymni hinos  himnos 

68.  nobilissimo 1 nobilissimus  nobilisimo nobilisimo 

69. promissorio 1 promissorius promisorio promisorio 

70.  metaphorico 2 metaphoricus  metaforico metaforico 

71.  prcepto 1  prceptum preceito precepto 

7  2  . prcepto 1 prceptum preceito praecepto 

  positiuo positivum positivo positivo 

73. speculatiuo 1 speculativus (especulativo) especulativo 

7  4  .  Spu' paracleto 1 spiritus paracletus espirito espiritu 

                                      paracleto paracleto 

75.  Spu' recto 1 spiritus rectus espirito recto espiritu recto 

7  6  .  human 1  humanum umano consilio umano 

 consilio concilium consejo 

                          (14)



77.purohomolpurushomopurohomempuro

hombre

78・acutolacutusagudoagudo

79.amarolamarusamargosoa皿argo

80.etnicholethnicusgentiogentio

81.desiderioldesideriumdesejodeseo

82.gaudiolgaudiumgozogozo

83.IsomnollIsomnusIsonoIsueno

84.subjectolsubjectumsujeitosujeto

85.Ivitulo121vitulumIbezerroIbecerro

86.IotiollIotiumIocioIocio

合 計53

表7の 語 は 、 語 末 が[・o】と な っ て い る こ と(そ して 、 誤 写 に よ る と思 わ れ る い く つ か の 書

き 間 違 い)を 除 け ば 、 ラ テ ン 語 の 形 を して い る 。 語 末 の トo]は ポ ル トガ ル 語 の 特 徴 で あ る が 、

これ ら の 語 形 は ポ ル トガ ル 語 の 資 料 に は み あ た らな い 。 幾 つ か の 語 に 関 し て は 、 対 応 す る語

が 「羅 葡 日辞 典 」 な ど の 資 料 に 出 て く る が 、 語 形 が 違 う。 つ ま り、 他 の 資 料 の 中 に あ る 語 形

を 当 時 の ポ ル トガ ル 語 と見 な せ ば 、 日本 語 版 に 出 て く る語 形 は 、 ラ テ ン 語 に も ポ ル トガ ル 語

に も な い 独 特 な形 と な る。 た と え ば 、 例83で は 、 日常 的 な概 念 で あ るsomnus(ラ テ ン語 、

睡 眠)に 対 して 、 ポ ル トガ ル 語 にsonoと い う語 が あ り、 スペ イ ン 語 で はsuenoが あ る が 、

somnoと い う語 形 は な い 。

こ の よ うな 例 は 表7の45種 類(の べ53例)あ っ て 、 最 も ま とま っ た 変 化 の 種 類 と な る 。

こ れ に っ い て は 、 こ れ ら の 語 形 が ス ペ イ ン 語 に よ る も の で は な い か と疑 わ れ る の で 、 ま ず

検 討 して み る 。 以 上 の 表 の 多 く の 語 形 が ス ペ イ ン語 に 近 い こ とは 明 ら か で あ る。 実 際 に 、 ラ

テ ン語 の 言 葉 が ス ペ イ ン語 に 採 用 さ れ る と き 、 語 形 が 殆 ど変 わ らず 、 ラ テ ン語 に あ る破 裂 子

音 連 続 を そ の ま ま 受 け入 れ る こ と が あ る の で 、ポル トガ ル 語 よ りラ テ ン語 に 近 い 場 合 が あ る 。

例 ラ テ ン語pr{pce匹umのptは 、 ポ ル トガ ル 語 で はpreceitoとpが 脱 落 す る が 、 ス ペ イ

ン語 で はpreceptoと 保 存 され る。

ま た 、 当 時 で は 、 ポ ル トガ ル 語 で 書 か れ た 資 料 が 比 較 的 少 な く、 表 記 法 が ま だ 統 一 され て

い な か っ た の に 対 して 、 ス ペ イ ン 語 の 書 物 は 多 く 、 表 記 の揺 れ が 少 な い 。

表7のoで 終 わ る 例 に 関 して も、 これ らの 用 例 に 該 当す る も の が 当 時 の ポ ル トガ ル 語 資 料
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に あ ったか ど うか分 か らな い語 が 多い のに対 して、スペ イ ン語 の書物 で は これ らに 因 ん だ形

が簡 単 に見 出せ る。語 形 が ポル トガル語 と異な り、 スペイ ン語 に合 致す る例は 最初 の42～46

の4例 の場合 に限 られ る。46～60の 例 は、スペ イ ン語 の形 に合 致 して い るが 、 現代 ポル トガ

ル語 にあ るの で 、今回 管見 に入 らなか った 当時 の資料 に も出 て くる可能性 が あ る。 例61～72

は、スペ イ ン語 の形 の方 が用例 の形 に近 い が、ラテ ン語 にあ って ス ペイ ン語 に な い二重 子音 、t,

P,cに 後 続す るh、 二重 母音 記 が出て くる。更 に、 スペ イ ン語 、ポ ル トガル 語 で は語頭 がs

で始ま る子音 連続 に母 音eが 添加 され る ことにな ってい るが 、例73～75の 場 合 は、語 形 が ス

ペ イ ン語 に近い が、語 頭 の 【e]がな い。 以後 の例.:.に 関 して は、 ラテ ン語 とは語 末が 違 う

が 、ポル トガル語 ともスペ イ ン語 とも違 っ た語形 であ る。

61-72の 例 に 見え る表記 の特徴 は、J,」.Nunes「CompendiodeGramaticaHistorica

Portuguesa」 に よ ると、 多 くの ラテ ン語 がポル トガ ル語 に 取 り入れ られ た 時代 に は頻 繁 にあ

ったが 、 キ リシ タン時 代 に は揺 れ の多 い時代 はす で に過 ぎ てい て 、ポ ル トガル 語 に なか った

ラテ ン語特 有 の二 重子 音(pp,ttな ど)や 二重母 音(a}、oe)が 単 一 子音 ・単一 母音 に変わ り、

子 音 に続 くh(ch,th,phな ど)は 省 かれ るよ うにな って いた 。 ポル トガル 語 で書か れ たキ

リシタ ン資料 で は 、子音 に関 しては ポル トガル 語 の正 書法 で進 め られ た簡 素化 に従 って い な

い例が若 干 見 られ るが、 二 重母 音 田 は 、ポル トガル語 の文 書 の 中で 、明 らか に ラテ ン語 と し

て引用 され てい る言 葉 以外 はあ ま り見 られ ない。 一方 、ス ペ イ ン語 に 関 しては ア ヴ ィラ ・ヒ

ロ ンの 「RelaciondeJapon)に は 、t,p,cに 後 続す るhの 例 が少 々見 られ る が、 二重母 音 、

二重 子音 が ラテ ン語 の ま ま に残 って い る例 はない。 もち ろん 、 教養 レベ ル の高 い スペ イ ン語

の 書物 では 、正書 法 が しっ か りしていて 、以上 の よ うな揺れ は殆 どない。

確 かに表7の 例 では スペイ ン語 に近い 語が多 いが 、か りに これ らの例 をスペ イ ン語 の もの

と見 る と、 ラテ ン語 の特 徴 を残 して い る語 が多 過 ぎ るこ とに な る。 ま た 、 ラテ ン語 の特 徴 を

スペイ ン語 や ポル トガル 語 の単 な る表 記 の揺れ とす る と、 スペ イ ン語 に な く、 ポル トガル 語

に しか 見 られ な い揺れ が 生 じて い るこ とに なる。や は りこれ らの例 は 、 スペ イ ン語 を意 図 し

て表記 され た もの では な く、 ラテ ン語 の語形 に基 づ い て、 語尾 だけ を 「℃」 に換 え られ た 結

果 として スペ イ ン語 と似 た いくつ か の形 が生 じた と考 えた方 が良 い だ ろ う。

さて 、語 末 だ けが ラテ ン語 の もの か ら 「-o)に 換 え られ た こ とに関 して は 、二 っ の解 釈 が

考 え られ る。

ア.こ れ らの語 形 は ラテ ン語 として 表記 され てい るが 、 主格 で は な くて 、oに 終 わ る与 格

・奪格 の形 を取 っ てい る。

イ.こ れ らの語 形 はポル トガル 語 の語形 を意識 して、 語末 だ け が変 え られ た。
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ア に っい て考 えて み る。 本 語 は 日本 語文 の 中 で機 能 してい る が、そ の文 中にお け る実 際 の

機 能 は限 られ て い て、 名詞 、形 容 詞 や それ らに相 当す る表現 は殆 どの場 合 、助 動 詞 「な り」

に続 くか 、 それ とも 「と云」、 「と云 て」 な どが あ とに あって 、 日本 語 の説 明が続 く。 こ うい

う場 合 には 、本 語 を主格 の形 で表 現 してい るの が 普通で あ る。ま た、羅列 な どの 場合 もあ る。

例 えば 、245ウ に 次の 羅列 の例 が あ る。

「donusapiaentie ,ニニハintelligentiae三 ニハconcilis四 ニハdonu'fortitudinis五

ニハsci～記 六 ニハpietatis七 ニハtimorisdomini」(知 恵の徳 義、二っ には賢 明 さの 【徳

義 】、 三っ に は 忠告 の 【徳 義 】、 四つ には 強 さの徳義 、五 っ に は学 問の 【徳 義 】、 六 に は

慈 悲の 【徳 義 】、七 には神 へ の恐怖 の 【徳 義 】)

この例 の よ うに 、修 飾 され る語(こ こで は 「donum」)が 最 初 に一 回 だ け現 れ て 、 それ を

修 飾 す る語 はそ の語 に下接 して 属 格 で 現 れ る こ とが あ る(こ の 場 合 で は 「intelligenti記」、

「concilis」な ど)。 しか し、 こ の よ うな例 は少 な い。 それ 以外 の場合 は、 前置 詞 の つ い た表

現 の場 合 に は、 前 置詞 の要 求す る格 を取 る例 が あ る。 っ ま り、 ラテ ン語 の複数 の語 で 作 られ

た表 現 に は ラテ ン語 の 文法 の規 則 に 従 う語 形 を 取 る ことが あるが 、主格 以 外で表 現 され るべ

き語 の場 合 で も、主 格 の形 にな る こ とが多 い。

逆 に 、羅 列 、前 置 詞 な どの格 に よ る束縛 が な い場 合 の例 を見 てみ る。 確 実に ラテ ン語 の 形

を して い る語 を格 で分 類 す る と、 殆 どが 主格 で あ る。 例 外 として 、220オ にpurohomine

(purushomo「 純 粋 な人 間」の与 ・奪格 形)の1例 と、163オ に6ipotentem(形 容詞omnipotens

「全能 」 の対 格形)の 一 例 とだ けで あ る。

したが って 、羅 列 な どの場 合 の 数例 とと もに 、 日本 語 文 の中 の機 能 と して変 わ っ た特 徴 も

ない に関 わ らず 主 格以 外 の形 を 取 る例 は 以 上の 二 例だ けで あ り、全体 の 主格以 外 の 出現 例数

が 明 らか に少 ない 。仮 にoに 終 わ る以 上 の68例 を与格 ・奪格 とす る と、それ らの 例 だけ が

異様 に 多 い こ とに な る。

さらに 、例63(ceremonialpra∋cepto)と77(purohomo)の 形 を考 え ると、pr田ceptoを 与

格 ・奪格 形 とす る と、 これ を修 飾 す る形 容 詞 も与格 か脱 核 の形 を取 らな ければ な らない。 つ

ま り、例63の 場 合 、cere皿onialは 同 じ与格 ・奪格 のc田remonialiの 形 を取 らなけ れ ばな ら

な いが 、実 際は取 って いな い。例77の 場 合 、homoは 主格 であ るため 、 これを修 飾 す る形 容

詞puroも 同 じく主格 形(purus)を 取 らなけれ ばな らない が、 この形 を取 って い な い。仮 に

puroを 与 格 ・奪 格 の形 とす る と、今 度 は修飾 され るhomoが 同格 の形(homine)を 取 らな

けれ ばな らないが 、 実際 には そ うで ない。

この よ うに考 えて くる と、表4で 取 り上 げた語 尾oの 例 は与格 ・奪格 の形で は な い と判 断
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で き る。

故 に 、 これ ら の 例 のoに 終 わ る形 は ス ペ イ ン 語 の 語 形 で も な く 、 ラ テ ン語 文 法 に よ る特 殊

な形 を 取 っ て い る語 形 で も な く 、 以 上 の 解 釈 の 「イ 」 が 妥 当 で あ る こ と と な る。 つ ま り、 こ

れ ら の 形 は 、 ラ テ ン語 の 語 形 に 基 づ い て い る が 、 語 末 が ポ ル トガ ル 語 風 に 換 え られ た も の な

の で あ る 。

五 一3.ス ペ イ ン 語 の影 響 に つ い て

前 節 の 例 が ス ペ イ ン 語 の 形 で あ る か ど うか に つ い て 論 じた,T、 こ れ ら の 例 は 全 体 と し て ス

ペ イ ン語 で は な く、 ラ テ ン 語 の 語 尾 を ポ ル トガ ル 語 風 に換 え た も の で あ る と考 え た 。 しか し、

以 上 の 例 に 加 わ っ て 、 以 下 の例 は 確 実 に ス ペ イ ン語 の 形 と な っ て い る 。

表8語 尾 「・dad」 の 例

用 例 例 数 ラ テ ン 語 ポ ル ト ガ ル 語 ス ペ イ ン 語

11ebriedadllIebrietasIebriedadeIebriedad

2insensibilidadlinsensibilitas(insensibilidade)insensibilidad

3ihumildadi31humilitasIhumildadeIhumildad

41iberalidad21iberalitas(liberalidade)1iberalidad

5prodigalit(d)ad{v}1prodigalitas(prodigalidade)prodigalidad

6sobriedadlsobrietas(sobriedade)sobriedad

7studiosidad2studiositas(studiosidade)estudiosidad

合 計11

表8に 見 え る よ う に 、 ポル トガ ル 語 の 語 形 と異 な っ て 、 ス ペ イ ン語 と一 致 す る例 が あ り、

これ ら の 例 は ス ペ イ ン 語 と の 関係 が 疑 わ れ る。

先 述 の 如 く、 ス ペ イ ン 語 は ポル トガ ル 語 と同 じ ロマ ン ス 系 の 言 語 で あ る た め 、 多 く の 語 形

が 一 致 す る が 、 表8の 例 の 場 合 は 、 ラ テ ン語 で 形 容 詞 を抽 象 名 詞 に す る 語 尾 ・tasが ス ペ イ ン

語 で は 一...、 ポ ル トガ ル 語 で は 一dadeに 変 わ る。

例 。castitas(ラ テ ン 語 、貞 操)vs、castidade(ポ)vs,castidad(ス ペ イ ン 語)。

表8の 例 は ス ペ イ ン語 の 語 尾 と同 形 の ・dadを 使 っ た 語 形 の も の で あ る。

日本 語 版 の 中 で の そ れ ぞ れ の語 尾 に 終 わ る 例 を表9に ま と め た 。
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表9語 尾 一tas,-dade,-dad別 の 用 例 数

語 尾(言 語)異 な り語 数 の べ 数

一tas(ラ テ ン 語)1013

・dade(ポ ル トガ ル 語)89

...(ス ペ イ ン 語)711

表9か ら分 か る よ うに、 この語尾 に終 わ る語 に限 ってスペ イ ン語 の例数 が ラテ ン語 や ポル

トガル 語 と同 等 で あ る。 しか し、 これ らの ラテ ン語 の例 とポル トガル 語 の例が 日本語 版 全体

に見 い だ され るの に対 して 、スペ イ ン語 の 例 は351v以 後の14丁 に集 中 してい て、 全 てが 四

一1で 指 摘 した、外 国 人に よる ロの筆 跡 で ある と思われ る。

この よ うに紛 れ もな い スペ イ ン語 の 形が 出 て くるこ とを考慮 に入れ る と、これ ま でポル ト

ガル語 と見 な した 語 の一 部 が実 際 は スペ イ ン語 で もあ り うるこ とに な るが 、明 らか なスペ イ

ン語 の語 形 は、語 末 が 「-dad」 となっ てい る表8の 例 に限 られ る。 これ に対 して、 非常 に強

い造語 能 力 を もつ ラテ ン語 の 語尾 「-tio」(ポル トガル 語 では・Sao、 スペ イ ン語 で は・cion)が

あ る。 日本語 版 の ロー マ字 書 きの本 語 の 中で は、 「-tio」に終 わ るラテ ン語,そ して 「-Sao」(ま

たは 「・gam」,「 ・fan」)に 終 わ る ポル トガ ル語 が た く さん出て くるが 、スペ イ ン語 特有 の 語

尾 「℃ion」 を持っ 例 は筆 跡 の種 類 にか かわ らず 、 一っ も見 られ ない。

した が って 、ス ペ イ ン語 の影 響 を認 め る とす れ ば、 これ は本語 の全 て の種類 に 見 られ る よ

うな均 等 な もの で は な く、限 られ た部 分 に 見 られ る もので あ る。 また 、 これ らの 「・dad」に

終わ るス ペイ ン語 を交 え るの は 、 ロの 筆 記者 の 特異 点 であ る こ とが察 せ られ、 更 に検討 して

ゆ く必 要 があ る。

六.お わ りに

以上 検討 した こ とに つ いて結 論 を ま とめ る と、次 の よ うにな る。

(1)ロ ーマ 字書 きの本 語 で 、判 定 可 能 な語 で は ラテ ン語が最 も多 く、 ポル トガル 語 はそ の

半分 ほ どあ るが 、明 白な 書 き誤 りを含 めて両 言語 の語形 と相違 す る語 が二 割程 度 あ る。

(2)一 見 ポ ル トガル 語 の形 を して い る語 で 、実 際 は語末 の 二三文 字以 外 ラテ ン語 の語形 で

あ って 、語 末 だ けを ポル トガル 語 風 に換 え られ た ものが 多 い。 っ ま り、本 語 をポル ト

ガ ル語 で表 記す る意図 が強 く察せ られ る。

(3)ス ペ イ ン語 の語 形 が数 例 見 られ る。 これ らは 、模写 され た 日本語版 の原本 で は ヨー
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ロ ッパ 人 の 手 に な る と思 わ れ る ロの 筆 跡 に よ る よ うで あ る 。 訳 者 ペ ロ ・ラ モ ン 師 が ス

ペ イ ン 人 で あ っ た こ と もあ っ て 、 ス ペ イ ン語 の 影 響 が 表 す 意 味 は 更 に 考 え て ゆ か ね ば

な ら な い 。

ロ ー マ 字 本 語 の 検 討 だ け で は 、 全 体 的 な 性 格 に つ い て これ 以 上 の 結 論 を 出 す の は 早 急 に す

ぎ る で あ ろ う。 こ こ で は ロ ー マ 字 本 語 の 状 況 を 明 ら か に す る に と ど め 、 更 に 日本 文 字 で 書 か

れ た 本 語 に つ い て 検 討 し て 、本 語 全 体 に つ い て 明 らか に す る 予 定 で あ る 。

〈注 〉

(1)尾 原 悟 編 著 「イ エ ズ ス 会 日本 コ レジ ヨの 講 義 要 綱 」、 『キ リシ タ ン 研 究 第34～35輯 』 教 文

館 、 東 京 、1998-1999、 第 一 巻p.453。

(2)丁 数 につ い て は 、 日本語 版 の1丁 目は ラテ ン語 版 に お け る第 二 部 で あ る 「DeAnimal(魂

に っ い て)の41丁 目 に あ た る。 丁 番 号 が 上部 左 側 に伏 して あ る が 、1丁 目 に は 「1-365」 と

記 述 され て い る。 ラテ ン語 版 と比 べ る と、 も とも と 日本語 版 の365丁 以 後 に あ った と推 定 され

る 部 分 は 恐 ら く4～5丁 分 程 度 で あ るか ら、丁 番 号 は本 書 が 現 存 の状 態 に な っ てか ら付 され た

の で は な い か と考 え られ る。

(3)"VocabulariodalinguaCanarimconversamPortugueza"(17世 紀 前 半 成 立 とされ る 、

筆 跡 に よ る コン カ ニ ・ポ ル トガ ル 語 の 辞 書)に 、 た とえ ばversamとversaoが 存 在 す る が 、 語

末 一aoに 終 わ る数 百 例 に対 して 、 これ が.11に な っ て い る の は 数 例 の み で あ る。

(4)J.J.Nunes"CompendiodeGramaticaHistoricaPortuguesa",A.M.Teixeira,Lisboa,

1960.

(5)テ ィル は ポル トガ ル 語 で はn、 た ま にmとuを 変 換 す る の に 使 用 され た が 、 ラテ ン語 の 文

書 に は こ の 例 の 「natural)を 「nal」 と省 略 して い る よ うに 、 多 用 され る語 の 場 合 に 語 中 の 文

字 をテ ィル に して省 略 の 形 式 が あ る。 ラ テ ン語 版 に も この よ うな 例 は 多 く見 られ る。

(6)tが 消 され てdと 訂正 され て い る。 単 な る誤 写 で は な けれ ば 、 一 旦 ラ テ ン語 で 書 き始 め た

語 が 、 途 中か ら スペ イ ン 語 と して筆 記 し直 され た もの か。
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